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Smoking, alcohol consumption and disease-specific outcomes in rheumatic and 

musculoskeletal diseases (RMDs): systematic reviews informing the 2021 EULAR 

recommendations for lifestyle improvements in people with RMDs 

 リウマチ・筋骨格系疾患（RMD）における喫煙、アルコール摂取と疾患特異的転帰：   

 RMD患者におけるライフスタイル改善のための 2021年 EULAR勧告に情報を提供する 
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 要 旨   

背景 EULAR タスクフォースは、リウマチ・筋骨格系疾患（RMD）における生活習慣に

関する勧告を策定するために召集された。本論文の目的は、RMD 特有の転帰に関して、

喫煙と飲酒の関係についての文献をレビューすることである。 

方法 変形性関節症（OA）、関節リウマチ（RA）、全身性エリテマトーデス、軸性脊椎

関節症（axSpA）、乾癬性関節炎（PsA）、全身性硬化症（SSc）、痛風の 7つの RMDに

おいて、2013年から 2018年までに発表された喫煙およびアルコール摂取に関連したシ

ステマティックレビューおよびメタアナリスを確認するために 2件のシステマティック

レビューを実施した。喫煙や飲酒と疾患特異的な転帰に関する原著の縦断的研究を特定

するために、さらに 2つのシステマティックレビューを実施した。 

結果 喫煙に関する 9件のレビューと 65件の原著論文、および飲酒に関する 2件のレ

ビューと 14件の原著論文が対象基準を満たした。ほとんどの研究が中等度または低度

の質であり、喫煙はより悪い結果と関連していた。すなわち、心血管疾患の合併、RA治

療に対するより悪い反応、初期の RAにおける高い疾患活動性と重症度、axSpAの X線写

真の進行と有意に関連していた。OAについては結果がまちまちであり、PsA、SSc、痛風

については限られたエビデンスしかなかった。アルコールに関する研究は主に RAを対

象としており、アルコール摂取と X線写真の進行の間に正の相関があると報告してい

た。痛風のアルコール摂取を評価した研究は 5件あり、アルコール飲料の数および種類

と、発作の発生との間に有意な関連があることを報告していた。 

結論 現在の文献では、喫煙はいくつかの RMD特異的アウトカムに悪影響を及ぼし、中

等度または高度のアルコール摂取は RAおよび痛風のフレイルのリスク上昇と関連して

いることを裏付けている。  


